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4全世界を対象とした温室効果ガス削減可能量及びその費用に関する研究
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ケー ス)。出naokaet al. (2008)では新規に導入する技術を排出量が少なくなるように選択し、導入していたが、
本研究では想定する技術のうち費用が安い技術から順に選択し、導入するとして推計を行った。





















ここでQ:ガスの排出量、 X:技術の運転量、 e:技術を 1単位運転するときのガスの排出量、院:セクタ
ーに関する技術の集合、 D:‘排出に関する活動量"、 A:技術 1単位運転による“排出に関する活動量"、 ω
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ここでC:技術のサービス量当たり費用、 B:技術の設備投資費用、 α:利子率、 T技術の寿命:、 go:技
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1) 2020 年における世界全体の温室効果ガス排出量は技術固定ケースが 58.8Gt-C~eq なのに対し、対策ケ
ースは 48.4Gt-C~eq となることが示された。
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